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表1　平成8年度生活保護基準改定の概要 （1級地一1）

第51次 第52次 備　　　　　考

（7年4月1臓） （8年4月田）
Ill

円

1　生活扶助基準、　　　礁
　　居宅（1類＋2類）

〔離贈叢享33歳男・〕

、標準3人世帯 157274
158，375

期末｝時扶助費（居宅〉， 13，880 13，950

【加算等】

妊産婦加算（妊娠6か月以上〉 13，53〔｝ 13600

老齢加算

マo歳躰ヒ
（唐・・　宅〉 17，520 17，610

～コ（入院・汰所〉　　．蒲 14780 14780

畢勒瞬“　　　　爆　
（居毎　宅） 22，780 22，890

（入院・入所） 19，230 19，230

障轡巻力∫1算

ll障害等級1・2級
．・、鰻　　宅）

灘天院・入所〉’

26，28G

22，160

26，ξ2G

22，160

撫度障轡者他人介穫料P 69，45（1 70，〔｝5〔1

准堀患留加鈴 13，〔）20 13，09Q

人工栄養費 U690 l　l750

入院患者日用品費 2269｛）以内 22800以内
入学準備金
小縛校　　難． 38，300以内 38，500以内

「中・学　校 44，6｛）0以内 4490｛）以内

2住宅扶助基準　　　　「擬
、嫁賃間代等　　　　灌 13，000以内 13，000以内

准宅維持費　　　　　漁 年額113000以内 年額118000以内

3、教育扶助基準．

灘慧、 籍　灘
2，080

4，040

2，王00

4060

4　出鑑扶助基準
，、居、　宅 171，000以内 178，000以内
．潴．薄　　設 125，000以内 137，000以内

＋入院料 ＋入院料

5　生業扶助基準

生　業　蟄 40，000以内 40，000以内

技能修得費 55，000以内 57，㈱以内
就職支度費 31），o｛）｛）以内 311，0｛）o以内

6　葬祭扶助基準 M9（10〔1以内 166〔1〔1〔1以内 大人の21馴‘巳額

7　勤労控除

基礎控除（限度額1 32，480 32，64Q

特　別　控　除ド fF額147，700以内 年額148，4〔｝0以内

新規就労撹除 1（1，100 10，20〔｝

未成年者控除 11，300 11，400

不安定就労控除 8000 8000
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表2　平成8年度生活扶助基準（月額）
　　標準3人’tIIご帯（33歳男・29∫！茂女・4歳一∫し）

級地区分
格　　差 平成7年度 平成8年度 改定率

1緻地一1 loo．o 157．274111 158，375円

ユ級地一2 95．5 150，197 151，248

2級地一1 910 143，119 144，121

2級地一2 86．5 136，G42 136，994

3級地一1 82．0 128，965 129，868

3級地一2 77．5 121，887 122，741

つ者特基　をの格助　（4）等に　（3）さつ給　しら費　（2〉改いと
発控別礎ま行状をに出　をつ生　れい食なてのに教　善てな
　除控控なつ況踏つ産そ総い業生るて磯摂所消か育教をもつ
　に除除　な等まい扶の合て扶業こは　　要費か扶育行こて
　つ’の各　をえて助他的は助扶と’通この者る助扶つのい
　い新限種　総’は’　に’基助と必学の改物経基助た限る
　て規度勤　合そ’葬　勘消準基な要交基善価費準基D度が
　も就額労　的れこ祭　．案費の準つな通準をののに準　額’
　所労を控　にぞれ扶　し者う　て実躍額行上支つ　　に平
　要控は除　勘れら助　改物ち　い費　のつ昇出い　　つ成
　の除じに　案のの基　　　　免が教他発妻額て　い八
　改’めつ　セ実扶準　をの能　　別材に　等及嫉　　て年
　簿未とい　　態助の　行1．修　　途費’　をび　　　所度
　を成して　改料の各　つ昇得　　支等学　勘こ教　　要に
　行年ても　善金性扶　菟率費　　給に校　案れ育　　のお

lII当都収てたにる応就等合等1費給り、な　示成最かり1些保　 三
が）最入・水消こじ労に佳が等食　基なす八低グ）基　1簾被
収グ）f｝＠llダ1以I l己セとた収tとl　lダ1が喪こ1胆ミるf臼IiIIll“UII’ノM呆田

　！lll一で安を　」G収』まるトぴの　の 一耕～い檎鴬嫁纂
　 ・分東就と含現に人なこσ）家交’lllで般ゑをて度くに族ノ1
　十相京労しめ実残に　と揚賃通校あ的　例1へのつよ構1、可

表3　最低生活保障水準（月額）の具体的事例
1，標準3人世帯【33歳男、29歳女、4歳子】

1級地一1 1級地一2 2級地一1 2級地一2 3級地一1 3級地一2
世帯当た．り最低生活費 171、375円 164，248円 157．121111 149，994円 工37．868111 130，741円

盗・活　扶、，助

　　、雛，識，遡
　器第惣2欝稜類、

158，375

105，130

53，245

151，248

100，400

50，848

144，玉21

95，660

48，461

136，994

90，930

46，064

129，868

86，200

43，668

122，741

81，490

41，251

住該宅・扶讐助 13，000 13，000 13，000 13，000 8，000 8，000

（注〉1，第2類は、冬季加算（Vl区額×5／12）を含む。以下同じ。

　2．就労収入のある場合には、収入に応じた額が勤労控除として控除されるため、現実に消費し得る水準は、

　生活保護の基準額に控除額を加えた水準となる。
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2．夫婦子2人世帯【35歳男、30歳女、9歳子（小学生〉、4歳子1

1級地一1 1級地一2 2級地一1 2級地一2 3級地一1 3級地一2
世帯当たり最低生活費 214，088円 205，138円 196，168円 187，218円 173、263F01 164333「lj

生
、
、
蕩
毒

難
　
　
、 鵬　・2 ．♂類

198，988

140，970

58，018

190，〔｝38

134，630

55，408

181，068

128，270

52，798

172，118

121，930

50，188

163，163

115，590

47，573

154，233

109，270
44963

・数、嘉智蕨誉財 2，100 2，100 2，100 2，100 2，100 2100

住褻亀∵｛扶恥助 13，000 13，000 13，000 茎3，000 8，000 8000

3。老人2人世帯【72歳男、67歳女】

1級地一1 1級地一2 2級地一1 2級地一2 3級地一1 3級地一2
世帯当た、り最低生活費 145，809円 141，124円 134，293円 129678円 117，748円 U3223円

115，199

67，300

47，899

110，514

64，770

45，744

104，843

61，250

43，593

100，228

58，800

41，428

94，468

55，190

39，278

89，943

52，820

37123

黙老．齢加、算 17，610 17，610 16，450 16，450 工5，280 王5280

、住数毛饗扶無鋤， 13，000 13，000 13，000 13，000 8，000 8，000

4。老人1人世帯【70歳女】
’
1
級
地 一1・ 1級地一2 ・2級地一王 2級地一2 3級地一1 3級地一2

世帯当たり最低虫活費 105，478円 102、610円 97，586円 94，798円 84，673円 81，965円

轡議i鞍
　第，驚㍗．・獺

74，868

31，800

43，068

72，0｛）0

30，870

41，130

68，136

28，940

39，196

65，348

28，090

37，258

61，393

26，080

35，313

58，685

25，310

33，375

1老，繭帆加箕 17，610 17，610 16，451） 王6、450 15，280 15280

職、粥、蒙蜘・助 13，000 13，000 13，000 13，000 8，000 8000

5。母子3人世帯【30歳女、9歳子（小学生）、4歳子1

1級地一1 1級地一2 2級地一1 2級地一2 3級地一1 3級地一2
世帯当たり最低生活費 194，716円 187748円 179，151Flj 172183円 158，556円 151598円

往続活鷺扶．助
、蔀龍鮮　顎
・錆，惣・，2、霊。類

154，906

1G1，660

53，246

147，938
97，G9（｝

50，848

140，951

92，5GO

48，451

133，983

87，930

46，053

127，026

83，360

43，666

120，068

78，80Q

41，268

母し［子P「加P、算 24，710 24，710 23，1GO 23，IQO 21，430 21430

敏、『響一扶勘 2，100 2100 2100 2100 2100 2100

住糧宅・挟’助 13，000 13000 13，000 13000 8000 8000

6，重度障害者を含む2人世帯【65歳女、25歳男

1級地一1 工級地一一一2 2級地一1 2級地一2 3級地一1 3級地一2
世帯当たり最低生活費 188，359円 182、834円 175，583円 171），1）48円 ／57，818円 152，303円

生・活、扶　助
、沸誤1 、蒙魏

，，第藩2麟難

122，709

74，810

47，899

117，184

71，440

45，744

王1王，673

68，080

43，593

106，138

64，7io

41，428

100，618

61，340

39，278

95，103

57，980

37123

騰蹴教無灘
、癒度鯉韓力麟

重度障蛯家震磁繍

26，420

14，270

11，960

26，420

14，270

11960

24，680

14，270

11960

24，680

14，270

11960

22，970

玉4，270

11960

22，970

14，270

H960
、侮麟宅鷺扶、鋤 13，000 13000 13，000 13000 8000 8000

Life　aqd　Welfare　甲　6



ら神施こ　く（ウ）た設とる体
れ障設と先解）このと基系精
て害のに舟卑説
い者体よ　〉
た生系咳精
r　盲舌　力ざ　　　桝1

精訓見精保
神練直神健
障施さ障法
害設れ害が
者に　者改
福位従社正
祉置来会さ
ホ付　復れ
1け精帰た

　　　　　　　一も　　適がも
　　　　　　ののな改用行侵第

第っ神のに社に害はのはと成実保
6い障取伴会つ者省整次と八施護

コ図産すに施施まあか改と
1つ施る係設　設　る胤　ら正と

性社い　直さ設つホ設神て帰のr細のう律健　しム
を会てこしら一い1じ保は施2生か措」一及こて」”

扱合るお　見に施に祉施精い復一米り祉い法保　と

菟円　 三 Lを百小い準　 二＝をに全あ近に準娩つた　醜い
　をlh　げ二1』1学る額墨　図つllilるイll指d獄し一まil・に

　こ千　　　き円八てて基　　　化い蕉つ　別基はにれるの

1五額　四7千に技
（齪罐難
1引て得能
ウき　費修
及上九の得
びげ万特費
課た二別の
第こ千基特
あ蔓騰別
40局ら給基
）第九限準
　6万度

7・L耳fe露nd　Welfare



改　　 二

正今正
の回　医
概の要医　療
は療　扶
次扶　 助

の助　 運

と関　営
お連　要

鵠領あに　等
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第領と定　診　さのに　　事同施市一下昭び

らに府計で日護険
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つ活第＿者八て扶課四＿に社　（3）営を取医給し保看都つ　れ的
い保二昭特七旨助長六昭よ会ま1要行扱療付て護設道い医てに
て護八和別号昭運通号和る・なア領っい扶すい麺を府て療い付
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創　三正保のあ八平護
設こ月を護事る号成関中
のの十行関．務酉に七係核中
趣改八つ係の　よ年通市核
旨正日た通委中り四知制市
にの付も知譲核通月の度制
鑑概けのに状市知一一の度
桑要社でつ況制し日部創の
　撲援あい等度て付改設創
生　保禽てに創いけ正に設
活中第（　鑑設る社に伴に
保核五平再桑にと援つう伴
護市二成廉　伴こ保い生う
の制号八　生うろ第て活改
決度）年改活他で八媛保正

（4）あつ号十る逓様を伴け
　有い）八法知式改いる社化お

　　　　　　　　　　　　（3〉つ第
　　　　　　　　　　　　　た八
てで年律rにめ’再会にけ社も八
所示三等生つ発診審保伴る会の号
要し月の活い　療査険う再保で）
のて三施保て診報等診改審険あの
改い十行護は療酬請療正査診る四
正る一に法’報請求報
をた日つの厚酬求事酬
行峻社い一生請内務支
つ　乙て部省求訳の払
た同発kを社内書電基
も通第昭改会訳の算金
の知四和正局書様化に
でに九二す長の式にお

等療。本
請報　の
求酬　通
事支　知
務払　改
の基　正
電金　を
算に　行

とのでこ領検　（5）正日給活七て活を護八に活は　すも市ち活定

行合て置と要び　　故二の生第い生部保十領生で　退llるのう生

で度　 四
あ全医
る体療医
老矯療
かきの扶
らな運助
’影営の
実響嫉適
施を　正
機与生な
関え活やる保運
都も護営
道の制

あ扱い料かいる　と料尊やしな他のの　　　 三　つ
魚いこ金らて公しな金　むたいの機撃一卜活の　　た
§茎鯵躍鯉礫難圭難馨襲言曇
　てれすあに医被　すついつ百療菩い度上療床あ

十てるつ厚療保
分いこた生の護
注るとと省受者
意のはお保給を
すで認り、険対は
る　め　局象じ
必そら特医者め
要のれ別療にと
が取なの課つす

るい｝1事い床機推てのの養以
こて情て以関進儀社取費上
と患に犠上等す　会扱化の
が者よ　のかる病保いに病
ξ縫鞭罐騰　関院
る特のそを紹か診療　 すの
こ別をの受介ら療報　 る初
との除他診が’所酬　 生診

る

てい機れ府
いて1関て県
く　にい等
必な対るに
要おすレお
が一るセい
あ層指プて
胤の導ト僕
　充及点
　実ぴ検従
　強検や来
　化査指か
　を等定ら
　図に医行
　っつ療わ
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